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令和７年小千谷市教育委員会第４回定例会 会議録 
 
１．開会・閉会日時 

令和７年４月１５日（火）午後３時００分 
 

２．場所 
市役所４０２会議室 

 
３．出席構成員 
  教 育 長：松井周之輔  

委  員：吉井純子 高野瑞恵 福島ひろみ 
欠席委員：竹内義朗 
関係職員：教育・保育課 山本課長 佐藤（佐）課長補佐 佐藤（嘉）課長補佐 小林参事 

     久保参事 小田原学校教育係長 岩渕教育総務係長 野村保育係長 

 

４．議題 
 日程１ 令和７年第３回定例会議事録の承認について 
      原案のとおり承認 
 
 日程２ 議案第１６号 小千谷市学校運営協議会の設置等に関する規則の制定について 
    原案のとおり承認 
 
 日程３ 報告 ・月例事務報告兼教育委員会･教育長の予定について 

月例事務報告兼教育委員会･教育長の予定について日程を確認。 
 

日程４ 協議 ・次回の定例教育委員会開催日について 
次回、令和７年第５回定例会は５月２１日（水）午後４時から健康・こどもプ

ラザ会議室にて開催することで決定。 
午後３時１５分閉会 

（以下、非公開） 
 
    議案第１７号 臨時代理について（附属機関の委員の人事について） 
 

午後３時１９分閉会 
 

引続き、令和７年小千谷市教育委員会第４回協議会 開催    

午後３時５７分閉会 
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令和７年 小千谷市教育委員会第４回定例会議事録 

 

開会・閉会日時 令和７年４月１５日（火）午後３時００分～午後３時１５分 

場 所 市役所 402 会議室 

出 席 構 成 員 松井周之輔 吉井純子 高野瑞恵 福島ひろみ 

欠 席 構 成 員 竹内義朗 

関 係 職 員 
教育・保育課 山本課長 佐藤（佐）課長補佐 佐藤（嘉）課長補佐 小林参事 

久保参事 小田原学校教育係長 岩渕教育総務係長 野村保育係長 

議事録作成者 教育・保育課 佐藤（佐）課長補佐 

 

議    題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程１ 

 

日程２ 

 

 

日程３ 

 

日程４ 

 

 

 

議案第１６号 

 

 

報    告 

 

協    議 

 

令和７年 第３回定例会議事録の承認について 

 

小千谷市学校運営協議会の設置等に関する規則の制

定について 

 

月例事務報告兼教育委員会･教育長の予定について 

 

次回の定例教育委員会開催日について 

 

傍 聴 者  ０名 
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発 言 者 内            容 

 

松井教育長 

 

 

 

 

 

 

久保参事 

 

 

 

 

 

松井教育長 

 

佐藤（佐）補

佐 

 

 

 

 

 

松井教育長 

 

松井教育長 

 

 

 

 

松井教育長 

 

 

 

松井教育長 

 

 

 

松井教育長 

 

松井教育長 

 

 

山本課長 

 

 

 

 

 

これより、小千谷市教育委員会令和７年第４回定例会を開催します。 

ただいま出席数４名で定足数に達しております。 

本定例会に提案された会議の案件並びに本日の議事日程等は、ご案内のとお

りであります。 

本日は、春の人事異動で新しく教育委員会事務局に加わった２名から自己紹

介をお願いします。まずは久保参事からお願いします。 

 

 春からお世話になります、管理主事兼指導主事の久保と申します。出身は長

岡市で、小千谷市での勤務は初めてです。前任は胎内市立築地中学校の校長で

した。小千谷市のことはまだ不案内ですが、学校運営や生徒指導に関して、こ

れまでの経験を活かしつつ、皆様からご指導いただきながら尽力したいと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

続きまして、佐藤課長補佐（学校担当）お願いします。 

 

教育・保育課課長補佐の佐藤と申します。福祉課に１２年勤務し、教育委員

会へ異動となりました。２０年前にも６年間、教育委員会におり、その間に中

越大震災を経験しました。当時は学校の先生方や子どもたちにご迷惑をおかけ

しましたが、同時に多大なご協力もいただきました。２０年が経ち、学校を取

り巻く環境は大きく変化しましたが、一つ一つ学びながら、皆様のご支援・ご

指導を賜りたく存じます。よろしくお願いいたします。 

 

両名ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

まず日程１ 令和７年第３回定例会議事録の承認について を上程いたしま

す。事務局の方で何か修正等あればお願いします。 

 

（事務局 なし） 

 

委員の皆様も修正等ございませんか。 

 

（委員なし） 

 

それでは、第３回定例会議事録を承認することにご異議ありませんか。 

 

（全委員 異議なし） 

 

 ありがとうございます。議事録は承認されました。 

 

次に、日程２ 議案第１６号 小千谷市学校運営協議会の設置等に関する規

則について を上程いたします。事務局より説明をお願いします。 

 

ただいま上程になりました、議案第１６号小千谷市学校運営協議会の設置等

に関する規則の制定についてご説明いたします。これは、コミュニティ・スク

ールという制度の導入に伴い、保護者及び地域住民等が学校運営への参画や学

校との連携強化を進め、学校と一体となって学校運営の改善や健全育成に取り

組むために協議会を設置するものであります。 
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松井教育長 

  

福島委員 

 

 

 

松井教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今お話しした内容が、本日お配りしたカラー刷りの資料『コミュニティ・ス

クールの仕組み』をご覧ください。コミュニティ・スクールとは、学校運営協

議会を設置した学校を指しており、学校運営協議会は、学校運営の基本方針の

承認や学校運営について意見を述べることができる機関であります。 

これまで小千谷市では、市内の各学校において、学校運営協議会のような組

織を設置し、学校運営などについてご意見をいただくなど、コミュニティ・ス

クールとほぼ同様な取組を行ってきましたので、教育委員会としては、敢えて

制度化しておりませんでしたが、以前からコミュニティ・スクールの導入につ

いては県から再三指導されていることや、このまま今まで通り、コミュニティ・

スクールを導入しない任意な取組として続けることで、今後の行政事務等に支

障が出てくるということもあり、この度規則として正式に明文化し、制度化す

るものであります。 

それでは、本日お配りした議案第１６号別紙をご覧ください。規則の内容に

つきましては、既に制度化されている近隣自治体の規則を参考に、必要最低限

の内容を盛り込んで条文を作成いたしました。最後に附則として、この規則の

施行規則を令和７年５月１日とするものであります。 

 なお、制度化することより、今後新たにコミュニティ・スクールを構築する

ということではなく、まずは片貝小・中学校をモデル地区とし、片貝小・中学

校で現在実際に行っている取組にコミュニティ・スクールを適用したいと考え

ております。 

第６条に委員の任命があり、委嘱状により委嘱します。会議の開催にあたり、

委員に対して謝金が発生します。委員構成につきましては、実際、片貝小・中

学校のみならず、市内の各学校でも学校運営委員会のような地域の人や保護者

代表などを交えて、学校の運営方針や年間の実績などを報告してご意見をいた

だき、今後の学校運営に意見を反映させたりなどを行っていますので、この度、

明文化して正式に協議会として発足させるというものになります。 

 

ありがとうございました。何かご質問などありましたらお願いします。 

 

学校運営協議会自体は理解できますが、モデル地区となる片貝小・中学校で

現在行われている具体的な取組について、もう少し詳しく教えていただけます

か。 

 

片貝小学校では、地域コーディネーターの方がボランティアで活動されてお

り、地域の方が学校に関わる際の窓口となっています。また、小千谷市内の多

くの学校と同様に、学校評議員や外部委員といった名称で、地域の方に学校運

営に関わっていただく仕組みは既に存在します。片貝地区では、小中合同の会

議と、それぞれの学校単独の会議を合わせて年２回程度開催しており、学校運

営計画などについて意見交換を行っています。 

 今回の制度化は、これらの既存の活動を正式な「学校運営協議会」として位

置づけることで、委員への謝金支払いやコーディネーター活動への支援を可能

にするものです。片貝地区をモデル地区としたのは、予算的な制約もあります

が、既に小中連携の会議が年２回は行われていること、また、昨年度赴任され

た片貝小学校長が長岡市教育委員会でコミュニティ・スクールを担当した経験

をお持ちで、スムーズな導入が見込めることなどが理由です。 

 ちなみに、このコミュニティ・スクール制度は文科省の努力義務ですが、導

入しないと補助金がもらえないなどの影響があり、まずは１校でも導入するこ

とで「実施している」という形にするという側面もあります。全国的に見ると、

コミュニティ・スクールには学校運営への関与度合いに応じて段階があります
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松井教育長 

 

松井教育長 

 

 

 

松井教育長 

 

 

松井教育長 

 

 

 

 

 

 

 

松井教育長 

 

 

 

松井教育長 

 

 

 

 

 

 

松井教育長 

 

 

 

 

松井教育長 

 

が、新潟県内の多くは、今回小千谷市が導入するような、やりやすい段階の地

域との連携強化に主眼を置いた形が主流です。 

 

 他に質問はございませんか。よろしいでしょうか。 

 

それでは、議案第１６号につきましてご承認いただけますでしょうか。 

 

（全委員 異議なし） 

 

議案第１６号は承認されました。今後、片貝小・中学校と連携し、円滑な運

営を進めていただくようお願いします。 

 

次に、日程３ 月例事務報告兼教育委員会・教育長の予定について を上程

いたします。 

本日配付させていただきました月例事務報告兼教育委員会・教育長の日程を

ご確認いただきたいと思います。事務局より修正や追加説明があればお願いし

ます。 

 

（事務局 なし） 

 

委員の皆様から何かご報告などございましたらお願いいたします。 

 

（委員 なし） 

 

それでは、日程４ 協議に移ります。 

次回の定例教育委員会の日程についてです。当初５月２０日を予定しており

ましたが、竹内委員からご都合が悪いとの連絡がありました。他の委員の皆様

のご都合はいかがでしょうか？ 

 

 （日程調整の協議） 

 

それでは、次回第５回定例教育委員会は、５月２１日の午後４時からといた

します。会場については、空き状況を確認の上、改めてご連絡します。 

 

 （全員 了承） 

 

ありがとうございました。以上で公開案件は全て終了いたしました。 

 

 

上記委員会の次第を記載し、その相違ないことを証明するため、ここに署名する。 

 

令和７年５月２１日   

                  小千谷市教育委員会 

 

                     教育長  


